
 

　

　 　　
　 　 　

　　　

 

　

　 　　
　 　 　

　　　

始
動

 

　

　 　　
　 　 　

　　　

市
民
を
守
る
「
防
災
の

新
消
防
本
部
庁
舎

 

　

　 　　
　 　 　

　　　

要概の舎庁新 要概の庁新 概舎庁新

 

　

　 　　
　 　 　

　　　

造ト造ト

定

ァフ・話電・所住の舎庁部本防消新

想がとこるなくくにりがなつに的時一が話電
工え換り切の話電、は日13、日62月３、たま
案のでスンダイガ声音は号番表代ので舎庁新
5445・23スクァフ9110・12号番話電
目丁１町浦池市津大泉4200-595〒所住ト 

　

　 　　
　 　 　

　　　

。

ス

の
砦
」

舎
４
月
１
日
クァ

すまれさ定
、い伴にどな事工
。すまりなに内案

5
号９番９目 

　

　 　　
　 　 　

　　　

要概の舎庁新

㎡27.6452…積面床延◎
㎡64.1721…積面築建◎

階４上地塔練訓階３上地棟舎庁…数階◎
造骨鉄棟庫車

トーリクンコ筋鉄塔練訓びよお舎庁…造構◎
㎡64.0552…積面地敷◎

号９番９目丁１町浦池…地設建◎

要
号

㎡
ト

造
階

㎡
㎡

４塔訓
造

概の庁新 概の

5

舎

積

庁新

床◎ 276452
2

…積面
積

床延
築

◎
◎ 641721

5

積面
庁

築建
数

◎
◎ ４上地塔練

コ

訓階

鉄

３上地棟舎庁…
車

数階

造

◎

◎
骨
訓

鉄棟庫車
庁 リクンコ筋

号

鉄塔

番

練訓び

丁

よお舎庁
積

造構
地

◎
◎ 640552積面

…
地敷
設

◎
◎ ９番９目丁１町浦池…地設建◎

 

　

　 　　
　 　 　

　　　

緯

ア

針

。
す
ま
し
動
出
へ
場
現
害
災
に
全
安
・
確
的
・
速
迅
し

用
活
に
効
有
を
）
ｍ
01
約
（
ス
ー
ペ
ス
動
出
の
前
ジ

ー
レ
ガ
、
は
で
動
出
の
両
車
急
緊
、
た
ま
。
た
し
ま

し
保
確
を
線
動
る
め
込
乗
に
両
車
防
消
に
ズ
ー
ム
ス

、
せ
さ
接
隣
を
ジ
ー
レ
ガ
と
室
備
準
動
出
、
し
慮
配
に

う
よ
い
な
し
錯
交
が
者
庁
来
と
動
出
の
員
職
防
消

舎
庁
る
き
で
応
対
に
速
迅
に
害
災
③

。
す
ま
い
て
し
備
整

を
ど
な
塔
練
訓
な
能
可
が
練
訓
型
加
参
民
市
や
室
修

研
民
市
る
き
で
が
と
こ
く
開
を
ど
な
会
習
講
種
各

舎
庁
た
し
着
密
に
域
地
②

。
す
ま
い
て
え
備

を
ど
な
備
設
電
発
用
常
非
や
性
震
耐
い
高
る
え
行
が

務
業
て
し
続
継
に
き
と
た
し
生
発
が
害
災
模
規
大

い
強
に
害
災
模
規
大
①

。たし
事工設建の舎庁部本防消新らか月11年82
てし過経が年84後築、たま、りおてし地
想水浸波津す示が府、は舎庁防消の市本

経の画計転移

徴

アピピスクテ

方本基の舎庁部本防消新

。すまし指目を舎庁防消るめ進を発啓の
識意災減、し着密に域地てしと点拠信発の報情災防

。すまし指目を舎庁防消る
あのさしさや、にもととさ靱強る守を民市らか害災

特
な
主
の
舎
庁

 

　

　 　　
　 　 　

　　　

阪

まいてめ進を事
成平めたたいて
立に内域区定想

阪大大アア

2

　

　

   

　

設施

　

　

   

　

す

部本団防消①

。すで関機防消るれさ置設で市きづ基に法
織組防消、様同と署防消や部本防消、は団防消。）ンイサ名館の近付口入舎庁
、は真写（すまいてし置設に内舎庁を部本の団防消るあで手い担の災防域地

。すまい行を
どな練訓下降や練訓きつり寄車子梯は上屋、）練訓る渡でプーロを塔練訓と舎
庁（練訓過渡は階４、練訓助救は階３、練訓水放は階２、庫倉材器資は階１

塔練訓②

庫倉蓄備剤薬火消学化③

。すで害無はに体人、し火消てっよに果効息窒るじ生てっよにとこ
う覆を物焼燃と果効却冷るよに泡、でとこの剤薬火消泡はと剤薬火消学化

。すまいてし蓄備を剤薬火消学化るす用使にどな災火物険危な模規大
。たしまし約集し合統に部本防消を庫倉蓄備剤薬火消学化たっあに町松助

！す

まし介紹を部一の設

子様の動活団防消

　

　

   

　

２

１

法
庁

　

　

   

　

３

を
舎
　

　

   

　

防

３

こ

大

すまいてし集募を員団防消

　

　

   

　

達ザ

舎国誕

0

イ
ま

訓ザｓ
大

舎
筆り一生ａ／談

防オ
7

３づ健
2

」
教

せ
練イ

で

作

る

賞に斉生ｎ健
談

本
オ浜

月み
Ｔ

康
消ま

」

室
ん

をク

選

戦

る

賞参情日ｋ康
室

部
リ街

4みｈ康費ち

新
室かつお

ぶ
戦

Ｓざ

防
エ加報をｅア

室
文

庁
ア道

日んｅペ生の

消

変

かつお!

う
!な

災
ッ

加
伝モｔ

ア

化

舎
ムま

全のＢ
ペ活話

消
わパ施

ザ
ご

い

の
セ達ザプ

Ｏ
財

舎随つ
国誕ｌジ相題

0

りネ
練イ

きい

砦セまみら
な

プ

Ｏへ

舎随
り

ミかよジ相題

67９4203

りネを
イ

き

砦

機活

みらでっＴ
の

る知
ュか

り
ーイ語

2９1122

をク

砦
構動動

を

を
っＴい

市
ら災病祝

す！／

82183

が紹を

を

のい

市／
災病祝タ援／

410

が紹達
モの

市
自で国

の援版

1362

達ザ

国誕版

0

題
話物話
のつの
ちおち
まおま
32

い
なな
ざざ
いい
のの
へへ
財財
化化
文
版

文
／版／
語ら語
物わ物
つかつ
お報お
お情お
30 2

版
らら
わわ
かか
報報
情情
1

室
談
Ｓ

談
相相
活ョ活
生ジ生
費ン費
消エ消
0 1

!!!
Ｓ
Ｔ
Ｒ
ば

Ｒ
ばＯ

ＰばＰ
ＳろＳ
ひ！

イイ
ョ応ョ
ジてジ
ン育ン
エ子エ
8 1

ば
ろろ
ひひ
援援
応応
てて
育育
子子

戦
作
こ

作
大こ大
ププ
ッつッ
おア

康お康
健！健
／す／
ジジ
ー
で

ー

気
ペ
の気の
康康
健健
元

健
14
／

こ
っ
つ長つ
お市お
お／お

ン
ド！

すす

ス
ー
でで
気
ス

気
元ラ
ム

元
／コ／

き
ごご
うう
のの
長長
市市
／／
ドド
ン
タ
ス
ムム
ララ
ココ
3

ｓ
ｔｔ
ｅんｅ
ｋんｋ
ｎ
み

ｎ
り
／

ａ
ｌ
ＢＢ
館
だ

ｅ
書ｈ
図Ｔ
1

!!!
ぶぶ
選選
でで
なな

！日
ん
み
う

み
／
お

／
りおり
よよ
だでだ
館ト館
書ー書
図ア図
2

！
生う
誕お

祝祝
で
ん

で
トんト
ーみー
アづア

ク
／イ
せザ

モモ

お
知を

の日日

ら生
誕ら誕
の
病
院

ん
立み

づ市づ
1

お
／施／
せ実せ
ら
知
射

知
お
注

お
予
防

の
のら

かか
院犬院
病狂病
立
／

立
市
施

市実

施
実訓実
をを
射伝射
注報注
防情防
予斉予
の
国

の
病病
犬全犬
狂狂
／ 1／
施月施
実

10
実

を
お練練
お訓訓

達達
ず伝伝
い報報
ィ情情
テ斉斉
ニ一一

国
ミ全全
コ日日
フ44

セ

11
月月
セ３３

つ
おお
おお
みみ
ず動ず
い運い
ィィ
テ防テ
ニ予ニ
ュ災ュ
火ミ

コ国コ
フ全フ
ー季ー
春セ

９

動
運う運
防ぼ防
予遊予
災で災
火館火
国民国
全公全
季南季
春／春
8

う
ぼぼ
遊遊
でで
館館
民民
公公
南南
／／

か
ん

介
ん
せせ
ま
し

会

し

治

加
参
せ

参
にせに
りらり
つつ
まおま
道の道
街展街
浜ル浜

せ
ら自ら
知知
お！お
の催の
展開展
ルをル

ネ
パパ
介介
紹紹
動動
活活
会会
治治
自自
／／
！
催催
開開
をを

室
教教
イイ
セ
ッ

織

ッ

の
組

エ
賞
筆筆
随随
ム

か
ム
ア

月
ア
すすリ
まオ

6

す
ま４ま

り
わわ
変変
がが
構構
機機
織織
組組
のの
市
らら
かか
月月
４４
4

舎
庁庁守庁
部を
守

部
本民本
防市防

消
新新
」
砦
のの
災災
防防
「「
る
守守
をを
民民
市市
213 12 1121 20 18 16 14 8 7 6 4 232 30 ９10

）9110・12☎（課務総部本防消合問
人るけだたいてし加参にどな修研・練訓防消④

人な康健く高が識意災防③
人の上以歳81齢年②

人るす学通はたま務勤、住居に内市①
件要集募

。すまいてっ行をどな動活発啓及普の当
手急応や動活発啓防予災火くなでけだ動活災防防消の時害災、らがなち持
を業学や職本、ともの神精ういと」る守ら自は土郷のら自「、は員団防消

　

　

   

　

　

　

   

　

号月3.03H
じくも
の号月今

3 広報いずみおおつ　平成30年3月号



　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

）

す

課 課

ト

課

置

すまりわ変
が構機織組の市

ら

まし当担を
務業な的合総どな動活祉福の民市や業事祉福な要必で域地

）階１所役市（

す

談相のしらく権人

まし当担を務業談
相のしらく種各のどな談相働労、談相者費消や談相民市

階１所役市（策政祉福

ンイポの革改構機

か日1
月４４

）階４所役市（課整調画企合問

。すまし介紹を容内務業な主の門部たっあの更変で口窓な近身てっとにんさ皆の民市■

設を課策政育教、課策政りくづ市都、課策政祉福
化強を能機案立・画企の

策政な的合総つか的断横の内部▷

化強を成育の財人域地と働協民市▷ 置設を課進推働協民市

へへ

談相のしらく権人
談相性女、談相権人）課働協民市権人（

談相働労、談相労就）課済経域地（
談相政行、談相者費消、談相民市）課報広書秘（

約集を口窓談相たいてれさ散分▷
上向のさすやし用利、さすやりか分▷

課年少青ツーポスと課習学涯生⇒課習学涯生
課成育もどこと課援応て育子⇒課来未もどこ

課護介齢高と課策政祉福⇒課護介齢高

へ称名いすやりかわが容内務業▷
化ムリスを署部たし化雑複・化大肥▷

へへ

なな的的略たたええをを代代次次２２ 代をを見 ええた戦略的な へへののそそのその２

いいすすややりりかか分分にに１１ 市民 分分かり すすい へへののそそ へその１

織織組組な略戦た据据見を代次次そそ

へ織織い組組いいすやややりりかか分分分にに

約

民市

集に

割分に

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

ま

や

援
給支の当手童児

し当担を務業談

画参同共女男・
るす関に聴広・
にどな談相性女
費消、談相民市・

】務業な主【

応て育子

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

す

育

課
子援支のへ庭家親りとひや

）

ま

とこるす関に
とこるす関に権人・とこ

とこるす関に
談相働労、談相政行、談相者費

階１所役市（援

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

、

な す

応

課

談相て育 まし当担
サ祉福の者齢高

活生民市・
関に園寿長・
・員委生民・
】務業な主【

談相労就、

護介齢高

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

に

と

課
どな度制険保護介やスビーサ

）

こるす関に口窓援
とこるす

とこるす関に員委童児

階１所役市（

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

を務業るす関に

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

般

成

全援支て育子ど
や給支の当手童児

予や診健児幼乳・
や当手養扶童児・
ど子や当手童児・

】務業な主【

育もどこ

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

す

）課

まし当担を務業るす関に般
育子、援支のへ庭家親りとひや

とこるす関にどな種接防予
す関に援支のへ庭家親りとひや
こるす関にどな成助費療医もど

階１所役市（成

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

な

置

く

く

装報通急緊・
に防予護介・
、定認護介要・
】務業な主【

す談相て育

と

まし当担

こるす
とこ

づ康健
づ康健の民市

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

ビ

）課

ーサ祉福どなスビーサ食配や置
とこるす関

制険保護介どな付給の険保護介

ータンセ健保（

す

り
まし当担を務業のめたのりく

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

と

す

こるす関にスビ

とこるす関に度制

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

関に所入・園入
所育保、園稚幼・

】務業な主【

すまし
、所育保や園稚幼

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

とこるす関
の園もどこ定認、所

業るす関にどな園もどこ定認、

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

当

査診康健定特・
るす関に育食・
健や座講康健・
健や診検んが・

】務業な主【担を務業

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

とこるす関に導指健保定特や査
とこる

な種接防予の者齢高、談相康健
とこるす関に査診康健

　

　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

　 　

　

　

　

　　

　

とこるす関にど

4

　
　
　

 

　

　

 

域地と働協民市・

のそ

　
　
　

 

　

　

 

強を策施るす関に成育の財人域

点更変な主の他の

　
　
　

 

　

　

 

】
た

課習学涯生

務業な主【

学
るす化強

点
るたわに涯生

　
　
　

 

　

　

 

）課 階3所役市（

担を務業のめたるす進推をび学

　
　
　

 

　

　

 

すまし当担

　
　
　

 

　

　

 

ま

。すまし置設にた
るす討検で点視な
のどな設施共公・

し当担を務業る
が課働協民市権人
進推働協民市、め

　
　
　

 

　

　

 

。

所役市（課用活産資、めたる
つに用活効有の産資つ持が市の

すま
活犯防や会治自たいてし当担が
設にた新を）階４所役市（課進

　
　
　

 

　

　

 

保

す

す

新 青

の財化文・
に習学涯生・
関育教会社・
】務業な主【

ツーポスを）階４
的庁全てい

関に動活
。すまし置設

まし当担
育全健の年少青

　
　
　

 

　

　

 

と

）課

こるす関にどな査調や護
とこるす関

とこるす関に体団係

階3所役市（

る

年少青
す進推を動活ツーポスや成育

　
　
　

 

　

　

 

）

を務業のめたる

　
　
　

 

　

　

 

く

。すまし当担
くづ市都、は務業
止廃い伴にとこた
課業事立連路街・

づ市都、めたる
合総つか的断横・

　
　
　

 

　

　

 

設

係備整路街と係地用課策政りく
担が課業事立連路街。すまし止
事差交体立続連線本海南、は課

を）階2所役市（課策政りく
機案立・画企の策政市都な的合

　
　
　

 

　

　

 

成

。

れ
ら

育年少青・
関に式人成・
級学しよ仲・
推ツーポス・
】務業な主【

ぞれそが
たいてし当
し了終が業

すまし置設
す化強を能

か月4
所役市

　
　
　

 

　

　

 

と

の

こるす関に
とこるす

とこるす関に）育保童学（
とこるす関に進

ら
ドイガフ所

　
　
　

 

　

　

 

　
　
　

 

　

　

 

係備整園公課策政
推りどみ課境環・

　
　
　

 

　

　

 

担

齢

れぞれそが係進推りどみと係
、は務業たいてし当担が係進推

高

　
　
　

 

　

　

 

。

課

更

すまし当
りくづ市都

変が口窓
のらか月４
置配の課各

所役市

課護介齢 策政祉福

　
　
　

 

　

　

 

課

。すまし介紹もていつに務業るなに更
。すでりおとの次は置配の階１所役市の

。すまりなに更変が置

ドイガアロフ所
図置配階1

民市

課金年険保

課祉福活生

課務税

！にらちこらかータンセ健保、は
務業」口窓トーポサんしんあて
育子「どな付交の帳手康健子母

へ

へ）ータ
ンセ健保（課
りくづ康健、は
務業のどな導指
健保定特や査診
康健定特の保国

課金年
険保、は務業の
療医者齢高期後

　
　
　

 

　

　

 

室

課

課課

課課

談相

CW

VE VE

室議会
101

室談相

合待

関

玄

付

受

室
談
相相

室
談
相
民
市

関
機
融
金
定
指

関玄

ーナーコ料資

室談相

課

成育
もどこ

援応
て育子

計会

課祉福いが障

ー活 タンセ活生費消

口活

談相
のしらく権人

窓援応活生民市

へ課祉福いが障
、は務業の度制
成助費療医人老

へ階４、は口窓
の連関働協民市
、会治自、犯防
たっあにらちこ

！にら
ちこらかムーホ
年少青労勤は
口窓の連関働労
！約集を談相種各
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～

催

。いさだく加参ごひぜ、でのすまいてっなに
容内るめし楽に分存も人いなでうそ、んろちもは人く書
をイセッエ、どな話おいなきでのとこく聞段普、やスイ
バドアの生の人化文名著。すまいてっなと評好年毎、り
あがえ応き聴はい合け掛の葉言の人化文るす表代を西関
、どな方みし楽や方き書のイセッエ。すまし催開を』8102
室教イセッエムアリオ『ムラーォフ学文たえ迎にトスリ
ネパを員委考選の」賞筆随ムアリオ市津大泉「回6第

。るいて
っわ関に的極積にりくづ町、興振化文の阪大。任歴を員
委考選の賞な彩多や賞学文。家作賞受賞木直回19第

エ

開時同

眉）家作（氏三利波難

スリネパ
式賞授賞筆随ムアリオ

ムラーォフ
学文

第
「
映

経域地合問
を集品作選入
料無費加参
5着先員定
スクテ所場
午は式彰表※
1月3時日

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

示展に的力魅を事行トンベイのどなり祭お

～

！催開室教イセッエ

）家作（氏栖有川栖有

）家作（氏卓村眉

ト

室教イセッエムアリオ

。ため務を員委考選の々数どな
賞大リテスミ史正溝横、賞ーィテスリク・サガア、賞
歩乱川戸江。家作理推るす躍活で線前最のーリテスミ

。賞受を賞学文花鏡泉回7第
。者作原の」）子ろひ丸師薬：演主（園学たれわらね「
、」）子結内竹・剛彅草：演主（語物の8771の妻と僕「画映

）階4所役市（課済経
）定限量数（。すまし布配料無を

」賞筆随ムアリオ市津大泉「回6第、はに者場来料
人005
阪大アピス

度程分03らか時2後午
時4～時2後午㈰日11

展展ル展のお知らせおル

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

地各内市

木

『回
。中
KHN

市役所役所
1階

ロビー
で

開催開催 !

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

身や動活の慢自会治自の区地

芸方上（氏計川津

。賞受を』賞寛池菊『
ンァフに口り語いからわやの弁阪大
テリナソーパのイセッエオジラK

自治会活動活会治

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

動活いなら知と外意にのな近

）家論評能芸 有

な
賞
ミ

64第。い多もン
躍活もてしとィ

動 介パネルルネネパパ介介紹紹動

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

。すまし
地各内市

役市：所場
役市（
前午
月3：間期

会治自●

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

まし施実も会談相の入加会治自
身、や動活の慢自会治自の区地

ービロ階1所役
）施実みの日庁開所役

時4後午～時01前
㈮日03～㈪日91月

展ルネパ介紹動活会

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

いいてっ知を動活会治自、でのすま
、動活いなら知と外意にのな近

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

加加ごごひひぜぜはは人人のの入入加加未未、ききだだたたいい
を事行トンベイのどなり祭お

おづみん文具セット
治会活動紹介パネル
ご回答の人に、おづみントがあります（数にぜひお越しください

自
を
ゼ

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

！！いいささだだくく入入加加
示展に的力魅

トプレゼント！
展ご来場アンケー
みんから素敵なプ
には限りがありま
！

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

・

皆さんの
自治会活
自治会は

災害時に
ます
阪阪神・淡
トワーク

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

に

いざ
の一番身近なところで地域活動を
活動を知っていただき、未加入の
は、地域の人同士が安心した生活

連絡・救助・救護などを行える

淡路大震災や東日本大震災では、自
クが大きな力を発揮しました。地

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

会

よ

ざという の自
を展開しているのが自治会です。
の人は、まずは自治会に加入する
活を送れるよう活動しています。

うに備えてい

治会というネッ
域では自治会が

防犯灯・防
・地域の美化
地域住民み
収でも自治

時 治会

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

！会

防

。
ることから始めてみませんか。
。その一部を紹介します。

犯カメラの設置・管理も行ってい
化活動を実施しています
みんなで使う場所の清掃活動や不用
治会は活躍しています。

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

います。

用品の集団回

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

ト

自治会の加
4月以降、

ワ ク
中心とな

・防犯活動
子どもの

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

ク

加入についてはお気軽に地域の自
、自治会関係は市民協働推進課（市

が大きな力を発揮しました。地
なり防災訓練を行っています。
動を行っています
の見守りや年末の夜警活動、意外

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

域

治会か、人権市民協働課（市役所
市役所４階）が担当します。

では自治会が

外なところでは、

収でも自治
・高齢者の見
る交流促進

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

治

所1階2番窓口）までご相談くださ

会は活躍しています。
見守りや、地域情報の提供、イベン
進など

　

　 　

　
　
　 　   

　

　
　
　

　
　

　
　

　　　
　 　

ン

さい。

ト開催によ
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プッョシり作手

　

　

　
　

　

  

　 　
　

回

集

71第㈰日72月5

募者望希演出門部楽音◆

集募大者演出門部楽音＆者展出プ

かんせまし加参に

。いさだくみ込し申おにでま㈮日32月３は人るす望
希を演出、展出、でのすまし催開に㈰日72月５は年今

。すまれわ行が
し催のどなクッジーュミトーリトス、売販展出プッョシ
り作手やび遊昔もど子、展トフラクトーア、ーリラャギ
角街、し用借を庫倉や屋家的史歴、はでりつま道街浜

。す
性活のィテ
保道街浜、
貴の市本、れ
のこてしと地
東（道街浜「

りつま

　

　

　
　

　

  

　 　
　

プッョシり作手◆

、めたる図を化
を識意の動活全
と産資化文な重
各はにい沿道街
・町明神・町港
州紀はに内市

　

　

　
　

　

  

　 　
　

集募者望希展出プ

すまれさ催開が」りつま道街浜「
ニュミコ域地、め高うそっいを
はに月５年毎。すまいてっなと
れさ残数多が築建屋町の代時各
地の祥発布毛、りあが」）町本
「る走てし行平に側海の道街州

　

　

　
　

　

  

　 　
　

～000,2用費展出
とこるす去撤を
入搬の品商日当▷
あは道水、源電▷
お、は合場いなわ
ジリオは品展出▷

定規展出

　

　

　
　

　

  

　 　
　

円000,3～
とこる帰ち持はみご▷

た後入搬、しと時９～時８前午は入
はみ込ち持の機電発▷んせまりあ

）。すまりあも合場るすり断お
のりつま道街浜（品り作手、ルナジ

　

　

　
　

　

  

　 　
　

い

階２所役市＝局
ちま合問・込申
ホりぎこの所場
㈯日7月４時日

合
つに演出・展出
場いなわぐそに
ジ。すまし集募を
ルーホりぎこの

両車にちだた
可不は

ぐそに旨主の

　

　

　
　

　

  

　 　
　

会

へ）口窓番32
実りつま道街浜（課策政りくづち

ルーホ
～時２後午㈯

。
明説のてい

すまりあがとこるすり断お、は合
道街浜、がんせまい問はルンャジ
てし奏演で）外野（角街びよおル

　

　

　
　

　

  

　 　
　

務事会員委行

。
旨主のりつま
人るけだたい

　

　

　
　

　

  

　 　
　

ズッキ館民公南

志有の生学中小

民公南

　

　

　
　

　

  

　 　
　

トクェジロプ

ラ

第

グロプや店擬模がんさ皆の志

ぼ遊で館民

　

　

　
　

　

  

　 　
　

運

ビ

が

弾

隊衛自
イ、外屋

！う
ーボ段段ボ
プで堂堂で講講堂

をム

！う
２第

　

　

　
　

　

  

　 　
　

！

！すまきてっやが
に場広トンベイ

よるやもゴンビ

ろ作を地基基地密秘秘密でルー

、せら走をルーレラプ

　

　

　
　

　

  

　 　
　

　

　

　
　

　

  

　 　
　 館

！

）

！

密秘は容内（み
し楽も戦挑にスネギ定限域地

よるあも居芝紙
や本絵型大

よるあもーナ

ーコび遊遊び昔昔遊どど昔な

マゴゴマーベベーや玉玉やんん玉け

民公南所場
分03時３後午～分03時９前午㈯日13月3時日

！いぱっいが画企るすクワ
クワ”うぼ遊りきっい思で館民公南“！れま集コッビチ
！すましトーポサがんゃちばおんゃちっおの域地！営
運をムラグロプや店擬模がんさ皆の志有の生学中小

　

　

　
　

　

  

　 　
　

店出んさくた
いくす魚金

　

　

　
　

　

  

　 　
　

）料有（店
がんさ屋物べ食や
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運防予災
　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

動
　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

月

語標一統

心用の火

3
実 　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

のこ うよこ よう

㈬

慣習に形をばとこ心

日7～㈭日1
間

よよののの

期施 　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

す実行 ま実な しをう す施事 ま実な す施事 す

予

㈬

に慣 署防消合問
ぐ防を失損の産
すと心中を者
の層一の想思
し生発が災火

ままししし施施実ををを事事行行行ななううう

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

。。

）9110・12☎（係防予
。すまいてしと的目をとこぐ
るせさ少減を生発の者死る
を生発の災火、り図を及普
た当にるえ迎を季時いすやし　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

財、にもとと
齢高、し止防
防予災火、り　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

実火★

実防★

の防★

の予★

施伝頭

施報災

の防★

の予★

施宣街

施広火
施練★ 施訓★ 実防 の消 施訓★ の消
実宣街

実広火

施

火防宅住

実実のの伝伝伝宣宣火火火防防頭頭頭街街★
施実実実のの練練練訓訓防防防消消★

施実実のの報報報広広防防防予予災災災火火★

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

発★

施

啓施

施

火施

施

啓施 発防
防★ 警別 防特 警防特
発防

施

イポのつ７る守をちのい

防警警別別別特特★★★
発啓啓火火火防防★★★施

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

の 示の 示板 示の掲看
の 施の 施察 実査 施の実査
掲看
施
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の察察察査査防防
示の板板板看看発発

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

コ

火

慣習のつ3▷

ず必、はきと
なロンコスガ③
で置位たれ離ら
、はブートス②
絶はこばた寝①

スガ

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

け

。

慣

す消を火
るれ離をばそのどな

。るす用使で
かのもいすやえ燃、

。るめやに対絶

だ分自方い使のロンコ

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

宅

。

策対のつ４▷

るくつを制体力
体身やり寄年お④
ういさ小を災火③
。るす用使を品炎
よお類衣、具寝②
たいなれ遅げ逃①

住『丈大はけ

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

の

。
、にめたる守を人な由自不の体
どな器火消、にめたす消にちう

。
ぐ防を災火のらかンテーカびよ
設を器報警災火用宅住、にめた

器報警災火用宅

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

協の所近隣
。るす置設を

防、にめたぐ
。るす置設

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

だくてし消を火ず
は中用使ロンコ
ロンコは中理調①
うょしましにうよ
用使をロンコ。す
い多も最ちうのそ
火出の災火物建

思と夫
コスガ

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

。いさだ
れ離。とこいなれ離を場のそは

！いなれ離らかばそのロ
くてし意注に点の次、たま。う
をばそに対絶、は際るいてし用
よにれ忘し消のロンコは因原い
てっなとロンコは位１の因原火

？かんせまいてっ思
けだ分自、方い使のロンコ

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

テンメ
宅住『

必は時るれ

。いさだ
いなれ離を
でのもる
。すまい

のそ。すまれ
なら鳴が音※
セを池電？か
いなら鳴が音
正ばれ鳴が音
器報警災火用
住のんさ皆

丈大はけ

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

ましを認確動作・スンナテ
の器報警災火用宅

能可いなし知感を災火とだ態状の
故の体本かれ切池電、は合場いな

！うょしまみてしおなしトッ
さトッセとんちきは池電はきとい
でけだれこ！すまいてい動に常正
まし認確度一今かく動に常正が器
れさ置設にどな段階や室寝の宅住

　

　　

　

　

　

　

　

　
　

　

』！うょしま

大りあが性能
らえ考が障故

すまいてれさ
！すで
。うょしま
宅住るいてれ
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日本一の毛布のまち！ 泉大津市の広報紙
広 報

南出市長　所信表明
春学期MOMOYAMAエクステンションカレッジ

おやこ広場（ココフレア）が泉大津駅の高架下にオープン

29年度文化フォーラム　豪華講師陣決まる

泉穴師神社平成大修理 完成、社殿の公開

保存版・平成 29年度保健行事予定表（本紙中央綴じ込み）

7
8
10
11

2

CONTENTS（主な目次）

4
平成 29 年2 0 1 7

N o . 6 8 3

皆さんが撮ったおづみんの写真、おづみんと一緒に撮った写真、愛

用グッズの写真などなどＳＮＳ、ホームページ上で募集したところ

約 500 枚の写真が集まりました。皆さんの愛が詰まったモザイク

アートをおづみんにプレゼント !! 喜んでくれるかな !?

今月号の目次は 6ページに記載しています

今月の表紙 おづみんお誕生日お祝い企画 !!

虫眼鏡で覗いてみよう !

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マスコットキャラクターおづみん おづみんの親友ななまる

モザイクアートで祝おう

応募方法

市立病院では、乳がん検診をはじめ、各種市民健（検）
診を受け付けています。ぜひご利用ください！！

周産
期セ
ンタ
ー。

安心
して
子ど
もを

産め
そう
なか
んじ
。

3 月の市民公開講座の案内

市立病院からのお知らせ ←病院 HP はこちら

１月 27 日㈯　市民公開講座「地域で学ぶみんなの健康～この地域（まち）で

子どもと女性をまもる医療のはなし」をテクスピアホールにて開催しました。

当日は当院の産婦人科・新生児内科の医師による地域周産期センターにつ

いての解説、小児科・小児外科医師による小児のけいれんや子どもに多い病気、

乳腺外科医師による乳がん検診の重要性など、「こどもと女性にやさしい病院」

ならではの講座を行いました。

1 月の市民公開講座の様子

乳がんの発症率の多い年代
を知って、定期的に検診を
受けようと思いました。

孫がけいれんを起こしてあわ
てたことがあったので、子ど
ものけいれんについての話が
参考になった。

がん化学療法看護認定看護師による「大腸がん抗がん剤治療中の注意点」
　「大腸がん」と診断された際にも、勇気と希望をもって治療に臨んでいただくために…

抗がん剤治療中の生活や気をつけたいことなどについて、当院の認定看護師がわかりやすくお話します。

日時　３月 12 日㈪　午後２時～３時（午後１時 30 分受付開始）

場所　市立病院７階大会議室

講師　福島　美砂（がん化学療法看護認定看護師）

問合　市立病院総務課（☎32・5622）

広報いずみおおつ２月号掲載（7ページ）の「糖尿病市民セミナー」のお知ら
せにおいて、血糖測定実施の記載がありますが、都合により中止となりました。

糖尿病市民セミナー 血糖測定中止のお知らせ

おづみんとの思い出がいっぱい詰まった皆さん
のお気に入り写真を集めて、モザイクアートを作
る企画を実施します。写真は、おづみんが写って
いるものであれば何でもＯＫ！（駅前のブロンズ
像、おづみんのグッズ、おづみんイラストなどで
も構いません。）
ご応募いただいた人の中から抽選で 20 人におづ

みんのグッズをプレゼントします。
皆さんふるってご応募ください。

おづみんは、４月１日が誕生日です！

応募期間　３月 14 日㈬まで受け付けます。
応募方法　メール（ozumin@city.izumiotsu.osaka.jp）
または Twitter、Facebook で応募ください。
（Twitter、Facebook の場合は公式アカウントをフォ
ローのうえ、必ずハッシュタグ「♯おづみんお誕生
日企画 2018」を付けてください）
問合　秘書広報課（市役所 4階）

応募方法

昨年度の表紙（イメージ図）

おづみんの誕生日を

モザイクアートで祝おう
応募者の中から抽選で 20 人に
おづみんのグッズをプレゼント
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